
中国地域ニュービジネス特別賞

ファイバーシート天井システムの開発

東日本大震災では天井の落下が相次ぎ、また平時でも頻発している天井崩落の対策が重要視されて
いることなどから、膜天井システムを開発した。このシステムの特徴は、地域内企業と共同開発した特
殊なテンション金具を４壁面に取付け、部屋の大きさ通りに予め作られた強化ファイバーシートをその
金具に引っ掛け、張力を加えてパネルの様な太鼓張り天井を施工する仕組みである。照明や空調機器
などの取り付けやメンテナンスに必要な開口も柔軟に対応できる。施工は壁面のみなので、足場を最
小限にすることが可能であることなどから、コスト削減が可能となる。また、隙間のない膜天井なので、
建物の空調効率も改善され省エネ効果も期待できる。2018年2月、国土交通省の新技術情報提供シ
ステム「NETIS」にも登録された、究極の安全天井システムである。
【推薦団体】つやま産業支援センター

1981年に先代が２人で創業したのが弊社の始まりで、いわゆる“テント”を扱う会社であった。創業以来、人と人との繋がり
を大切にし、お客様の思いを形にすることにこだわり続けた結果、テントという枠を超えて「膜」という素材を活かし、街を
「彩り・飾る」、人やモノを「守る」そういった仕事を行っている。事業内容は以下の通り。
・店舗・看板用デザインテント　・テント倉庫　・開閉式テント・オーニング　・日陰用テント
・軽量、曲面、光の演出を使った建築物外壁　・シート式防炎垂壁　・間仕切り　・帆布製かばん　・光膜天井
・膜天井　・牛舎・鶏舎のロングスパン巻上シート　・シートシャッター　・イベントや式典　・緞帳　・内装工事
今後の目指す事業展開・方向性については、「膜」という大きな可能性のある素材で、生活を、重いものから軽く明るいもの
へ。そして、安全で安心できるものにし、生活の中に安らぎを提供すること。先ずは、従来の吊る天井から、広いスパンを張
ることで作り出せる天井という考え方があることを広く知ってもらえるように、さらにデザインと照明の組み合わせで新た
な空間造りを提案していきたい。

●ファイバーシート天井システムは、既存の吊り天井や耐震天井と違い、吊材や梁材を一切使用しないことか
ら、万が一の場合でも柔らかなシートが落ちて来るだけで、天井下にいる人や物の被害を最小化できる。
●必要最低限の足場でパネルのような太鼓張り天井をつくる事ができる。膜材に対する専門性の低い作
業員でも簡単に施工できることから、大幅なコスト削減を可能としている。
●ファイバーシート天井システムの普及を目的とした（一社）ファイバーシート天井システム協会を設立
し、既に多目的ホールや工場などで施工実績を積んでいる。
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